
平成27年第一回区議会定例会が、2月19日から開会され

ています。会期日程は3月17日(火)までの27日間で、｢平成

27年度一般会計予算｣などの議案について審議されていま

す。開会にあたり、山﨑区長は今年1年の所信を表明し、区

民の皆さんと区議会に理解と協力を求めました。
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区長所信表明（要旨）

［4面］3・4月は転入・転出等窓口が混雑、防災チャイム放送時間変更

［7面］障害者余暇活動支援指導員(非常勤職員)募集、男女共同参画審議会 区民公募委員を募集

今号の
主な内容

平成27年度予算編成の平成27年度予算編成の平成27年度予算編成の
大綱大綱大綱

日本経済は、雇用・所得環境の

改善傾向が続く中で、各種政策の

効果などもあり、緩やかに回復し

ていくことが期待されていますが、

消費者マインドの弱さなどから、

先行きを楽観視できる状況ではあ

りません。

こうした経済情勢を踏まえ、国

の平成27年度予算は、｢経済再生

と財政再建の両立を実現する予

算｣として編成されています。

都の一般会計の予算規模は、前

年度比4.3％の増で3年連続の増と

なっています。また、特別区の財政

運営に影響を与える都税収入は、前

年度比7.5％の増となっています。

50万人都市・江東50万人都市・江東50万人都市・江東
魅力発信予算魅力発信予算魅力発信予算

本区を取り巻く財政状況は、特

別区税において、納税義務者数の

増加や所得環境の改善等により、

前年度比4.3％増と過去最大規模

を見込んでいます。また、特別区

交付金は、特別区全体で減収が見

込まれる中、本区は人口急増等に

より、昨年度と同額としています。

しかし、本区の財政基盤は景気

動向などに大きく左右される構造

となっており、歳入環境は、依然

として厳しい状況であると認識し

ています。今後の財政運営につい

ても、国・都の補助制度の活用は

もとより、これまで培ってきた基

金や起債の財政力を最大限有効活

用していくことが重要です。

平成27年度予算は、人口50万人

となり飛躍を続ける江東区が、今

後、区外、世界へもさらに魅力を発

信する予算として、「50万人都市・

江東 魅力発信予算」を編成しま

した。一般会計の当初予算は、前

年度比1.4％の増となっています。

予算の特徴は、まず、オリンピ

ック・パラリンピック開催に向け、

｢江東区東京オリンピック・パラ

リンピック基金｣を設置します。

これは大会成功に向け実施する関

連事業の財源を確保するとともに、

財政の透明性を高めるため収支の

明確化を図るものです。平成27年

度は、本区の魅力を区外、世界に

積極的に発信していくためのブラ

ンディング戦略の検討などに活用

します。

長期計画(後期)のハード事業で

は、4月に豊洲西小学校が開校し、

8月には江東区中央防災倉庫が完

成します。9月には、出張所、文化セ

ンター、図書館等の複合施設｢豊洲

シビックセンター｣が開設します。

豊洲シビックセンター内の出張所

では、取り扱い業務を拡大するな

ど区民サービスの向上を図ります。

ソフト事業では、マンション耐

震改修助成の拡充を図るなど主要

事業の着実な推進に向け、予算を

計上しています。

予算編成にあたっては、事務事

業の総点検による事業の見直し、

広告事業の推進などの歳入確保、

民間委託の推進など、行財政改革

にも積極的かつ着実に取り組んで

います。

江東区長期計画(後期)江東区長期計画(後期)江東区長期計画(後期)
策定策定策定

現在の長期計画は、平成22年3

月に策定しましたが、東日本大震

災の発生や東京オリンピック・パ

ラリンピックの開催決定など、区

政を取り巻く環境は大きく変化し、

新たな課題も生じています。

こうした長期計画策定時には想

定し得なかった社会経済情勢の変

化や多様化する区民ニーズに的確

に対応するため、3月に｢江東区長

期計画(後期)｣を策定します。

この計画では、長期計画で示し

た考え方を踏襲しつつ、必要に応

じて見直しを行い、2つの重要課

題と7つの重点プロジェクトを掲

げました。

築地市場の豊洲移転整備築地市場の豊洲移転整備築地市場の豊洲移転整備

都は、昨年末、豊洲新市場の開

場時期を平成28年11月上旬と決定

しました。本区はこれまで、食の

安全を守るために土壌汚染対策を

確実に実施するよう求めてきまし

たが、昨年10月に土壌汚染対策工

事が完了し、11月に開催された｢豊

洲新市場予定地の土壌汚染対策工

事に関する技術会議｣の結果、都

として豊洲新市場用地の安全性が

確認できたとのことです。今後も、

地下水管理システムの運用状況な

どを注視し、継続して安全性の確

保を求めていきます。

また、引き続き、市場に併設さ

れる千客万来施設について、現在

の築地のにぎわいを継承・発展さ

せ、新たな観光名所とすること、

地下鉄8号線の延伸などの総合的

な交通対策の実施や、環境まちづ

くりへの最大限の配慮などを都に

対して求めていきます。

中央防波堤埋立地の中央防波堤埋立地の中央防波堤埋立地の
帰属帰属帰属

中央防波堤埋立地は、長年にわ

たり、ごみの終末処理をすべて負

わされてきた江東区民の犠牲の上

に造成された土地であり、本区に

帰属することは明白です。

2020年東京オリンピック・パラ

リンピックでは、中央防波堤埋立

地に馬術やマウンテンバイクなど、

3つの競技場が整備される予定と

なっています。円滑な競技場の整

備、運営等はもとより、大会終了

後の土地利用を見据えると、早急

に本帰属問題を解決しなければな

らないと考えています。

今後も、区民・区議会のご理解

とご協力のもと、毅然とした強い

姿勢で、本区の主

張を関係機関に対

し働きかけていき

ます。

◀競技場も整備される
予定の中央防波堤埋
立地

3面へつづく

本区の重要課題とその取り組み

山﨑区長が所信を表明
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オリンピック・パラリンピックに

向け環境を整備

スポーツ分野では、本年度策定す

る｢江東区スポーツ推進計画｣に基づ

き、区民がより一層スポーツに親し

める環境の整備を着実に進めます。

平成22年度に策定した｢江東区観

光推進プラン｣は、東京オリンピッ

ク・パラリンピックの開催決定など、

社会・経済情勢等の変化を踏まえ、

中間年にあたる来年度に見直しを行

います。

今後増加が予測される外国人観光

客に向けては、誘客事業を展開する

とともに、外国語版の観光マップを

作成するなど、受入れ体制の整備を

図り、江東区観光協会と連携して、

区全体の観光振興を積極的に推進し

ます。

男女共同参画社会の実現

本年度実施した男女共同参画意識

実態調査の結果を反映させて、新た

に｢第6次男女共同参画行動計画｣を

策定し、社会情勢や区の現状を踏ま

えた施策を総合的に推進します。

生まれ変わる豊洲図書館

豊洲シビックセンターに開設する

豊洲図書館は、面積を現在の約1.8

倍に広げ、育児支援のための特設コ

ーナー等を充実させた一般フロア、

自由なスタイルで読書が楽しめる児

童とティーンズのフロア、乳幼児を

対象とした読書と遊びが楽しめる

｢おはなしのへやキッズ｣などを配置

します。自動貸出機、返却機と予約

資料の自動受取りコーナーも導入し、

利便性の高い図書館サービスを提供

します。

ともに支えあい、健康に
生き生きと暮らせるまち
ともに支えあい、健康に
生き生きと暮らせるまち
ともに支えあい、健康に
生き生きと暮らせるまち

医療と介護の連携で在宅医療を推進

近年、生活習慣病による死亡率が

増加しています。とりわけ、がん対

策は重要な課題であり、｢がん対策

推進計画｣に基づき、引き続き、積極

的な施策の展開を図り、生活習慣病

の予防およびがんの早期発見など、

がん対策の充実に取り組みます。

在宅医療の重要性が高まるなか、

医療と介護の連携が求められていま

す。住み慣れた地域で安心して暮ら

すために、区民を含めた在宅医療に

かかわる多様なメンバーによる連携

会議の設置や、在宅医療の相談窓口

の整備などにより、在宅医療連携を

進めていきます。

感染症対策では、町会・自治会の

協力のもと、デング熱等を媒介する

蚊の防除を強化します。

食の安全確保については、区民の

意見を反映させた食品衛生監視指導

計画に基づき、ノロウイルスなどの

食中毒の予防対策を啓発します。

高齢者施策の充実・強化

高齢者施策では、｢高齢者保健福

祉計画・介護保険事業計画｣を本年3

月に策定し、団塊の世代が75歳以上

となる2025年を見据えた地域包括ケ

アシステム(※)の構築を目指します。

計画の基本理念には引き続き｢とも

に支えあい、健やかに生き生きと暮

らせる地域社会の実現｣を掲げ、施

策の充実・強化を図るとともに、来

年度からの介護保険制度の改正に向

け、的確な対応を図ります。

介護基盤施設整備では、18か所目

の認知症高齢者グループホームを、

5月に大島七丁目に開設します。

さらに、認知症の方へのサービス

をわかりやすく説明するためのガイ

ドブックの作成や認知症カフェ運営

費の補助を行い、認知症の方やその

家族等に対する支援を推進します。

重症心身障害児(者)を介護する

家族等を支援

在宅で医療的ケアが必要な、重症

心身障害児(者)に対して、看護師を

自宅に派遣し、一定時間家族等に代

わって介護することで、家族の方な

どに一時的な休息・休養をとってい

ただくモデル事業を実施します。

障害者が地域で自立した生活を送

るためには、さまざまなニーズや課

題にきめ細かく対応し、適切な障害

福祉サービスに結びつけていく必要

があることから、塩浜福祉園など区

立障害者支援施設に相談支援専門員

を配置し、相談支援体制の充実を図

ります。

生活困窮者への支援を充実

生活保護制度の役割は、ますます

重要となっており、今後とも、必要

な人には確実に保護を実施します。

また、本年4月施行の生活困窮者

自立支援法に基づき、新規事業とし

て、生活困窮者に対し早期の支援を

行う自立相談支援事業の実施や、貧

困の連鎖を防止するため、生活保護

受給世帯等を対象とする学習支援事

業に取り組みます。

住みよさを実感できる
世界に誇れるまち

住みよさを実感できる
世界に誇れるまち

住みよさを実感できる
世界に誇れるまち

2020年に向けレガシーを生かし

たまちづくりを推進

｢オリンピック・パラリンピック

まちづくり基本計画｣を本年中に策

定し、レガシー(遺産)を生かしたま

ちづくりを推進するとともに、その

効果を区内全域へ広げ、大会後も持

続的な発展を獲得できるよう、取り

組みを進めます。また、性別・年齢

・障害の有無・国籍などに関わらず

多様な人々が安全・安心、快適に暮

らせるユニバーサルデザインのまち

づくりを推進します。

コミュニティサイクルの実証実験

は、順調に利用者数を伸ばし交通手

段の一つとして定着していますが、

さらなる利便性向上を図るため実験

期間を平成30年3月末まで延長する

こととしました。今後は電動アシス

ト自転車の導入や広域展開を見据え

たエリア拡大などに取り組みます。

住まいの安全・安心を確保

区営住宅では、計画的改修の実施

による維持管理や長寿命化に努め、

高齢者住宅では、安否確認システム

の更新を行うなど安心して住み続け

ることができる住環境を整備します。

本年度実施したマンション実態調

査の調査結果を踏まえ、区内マンシ

ョンが適正管理を行うための支援の

充実やマンション建設指導の内容等

について検討します。

民間建築物の耐震化促進では、マ

ンションの耐震改修に係る補助金の

上限額を1,000万円から2,000万円に

増額し、耐震化を促進します。

区道の無電柱化を推進

都市計画道路は、補助115号線の

完成に向け事業を推進します。

区道の無電柱化は、防災上および

景観上有効な施策であり、オリンピ

ック・パラリンピック開催に向け、

東雲および辰巳地区の会場周辺路線

で、無電柱化に着手したところです。

なお、東日本大震災により被災し

た新木場地区の道路は、引続き歩道

を中心に復旧工事を行います。

橋梁の改修は、来年度、引き続き

三島橋の架替を進めるとともに、中

川大橋の改修工事に着手します。

長期計画の実現に向けて長期計画の実現に向けて長期計画の実現に向けて

地域の課題を協働で解決

協働の取り組みを一層推進するた

め、コミュニティ活動支援サイトの

利用促進や、新たに採択した2事業

を着実に実施するとともに、市民活

動団体と行政との仲介役となる中間

支援組織｢(仮称)市民活動推進セン

ター｣の整備を具体的に進めます。

建築行政では、オリンピック・パ

ラリンピックに向け建築需要の増加

が見込まれる中、建築計画に必要な

各種情報をインターネットで提供で

きる｢建築情報閲覧システム｣を構築

し、区民や事業者の利便性の向上を

図ります。

未来の江東区づくり

私は、2020年の東京オリンピック

・パラリンピック開催は、江東区を

世界に誇れるまちにするため、そし

て、未来のこどもたちへ美しい町を

残すための絶好の機会と考えていま

す。今後も50万区民の信頼と負託に、

意欲・スピード・思いやりを持って

応え、基本構想が目指す未来の江東

区づくりにまい進します。
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シ
ー
ル
を
貼
っ
た
﹁
投

票
所
入
場
整
理
券
﹂
を
郵
送
し
ま
す
︒

ご
希
望
の
方
は
︑
選
挙
管
理
委
員
会

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
︒

な
お
︑
社
会
福
祉
法
人
東
京
ヘ
レ

ン
ケ
ラ
ー
協
会
に
登
録
し
て
い
る
方

に
は
︑
﹁
点
字
ジ
ャ
ー
ナ
ル
号
外
﹂

を
同
協
会
か
ら
郵
送
し
ま
す
︒

※
皆
さ
ん
の
ご
近
所
︑
お
知
り
合
い

に
該
当
す
る
方
が
い
ま
し
た
ら
︑
こ

の
こ
と
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
︒

▢問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
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要介護5
介護保険の被保
険者証

表1(郵便等投票のできる方)

1級または3級
心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう
・直腸・小腸

1級から3級免疫・肝臓

1級または2級両下肢・体幹・移動機能

身体障害者手帳

障害の程度障害の種類・要介護状態の区分手帳等の種類

特別項症から第2項症両下肢・体幹

戦傷病者手帳
特別項症から第3項症

心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう
・直腸・小腸・肝臓

―

表2(代理記載制度を利用できる方)

特別項症から第2項症上肢・視覚戦傷病者手帳

1級上肢・視覚身体障害者手帳

障害の程度障害の種類手帳の種類

3面からつづき

▲広々とした利便性の高い図書館に

▲建設中の｢グループホームきらら
東大島｣

▲競技場などが整備される臨海部

体
が
不
自
由
な
方
︑
視
覚
に
障
害
が
あ
る
方
へ
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7つの重点プロジェクト7つの重点プロジェクト7つの重点プロジェクト

①オリンピック・パラリンピック開

催への準備

本年度もオリンピック・パラリン

ピック開催に向けた取り組みを行っ

てきましたが、来年度からは、新た

に設置する基金を活用して、事業を

実施します。

今後とも、大会の成功はもとより、

スポーツの振興、ボランティア活動

の推進などさまざまな分野でレガシ

ー(遺産)を将来に継承し、本区のさ

らなる発展につながる施策の推進に

取り組んでいきます。

②南部地域における公共施設の整備

区では、南部地域における大規模

開発等に伴う人口増に対応するため、

公共施設の整備に取り組み、4月に

は豊洲西小学校、豊洲駅地下自転車

駐車場が、9月には豊洲シビックセ

ンターがオープンします。

南部地域では、今後も人口増が見

込まれ、さらなる公共施設の整備が

必要と考えますが、現時点でオリン

ピック・パラリンピック開催後の開

発や人口の動向について、詳細を見

通すことは難しい状況です。

今後、人口動向を注視しながら、

認可保育所や子育て支援施設、小中

学校、保健・福祉施設など必要な公

共施設の選定や、整備時期、民間活

力の活用も含めた効率的・効果的な

整備手法等について検討を進めます。

③緑化・温暖化対策の推進

緑化対策については、｢江東区

CIGビジョン｣をもとに、公共施設

の緑化を着実に推進するとともに、

区民や事業者の皆さんとの協働を進

め、みんなが緑の豊かさを実感しな

がら、毎日の生活を楽しむことがで

きる緑の中の都市、｢CITY IN

THE GREEN(シティ イン ザ

グリーン)｣の実現を目指します。

温暖化対策では、引き続き、太陽

光エネルギーや省エネルギー設備の

導入促進等を図ることにより、地球

温暖化の防止を目指します。

さらに、公共建築物等における木

材利用推進方針に基づき、(仮称)第

二有明小・中学校の整備にあたり、

本区初の試みとして一部木構造を導

入するなど、積極的な木材利用を図

り、温暖化対策を推進します。

④子育て・教育環境の整備

保育所の待機児童解消は、最重要

課題のひとつとして、私が区長に就

任した平成19年以降、約4,500人の

定員増を実現しました。とりわけ、

昨年は、全国初として注目を浴びた

江東湾岸サテライト保育所(※)をは

じめ、約1,200人の定員増を図りま

した。

今後5か年においても、認可保育

所を積極的に整備し、5,000人を超

える定員増を図ることにより、実質

的な待機児童の解消を目指します。

教育環境の整備では、南部地域の

急激な人口増に対応するため、平成

29年度の竣工に向け、(仮称)第二有

明小・中学校の整備を進めます。

放課後支援では、｢江東きっずク

ラブ｣について、計画の前倒しを図り、

平成29年度までに全小学校での実施

を達成できるよう取り組みます。

今後とも、安心して学校生活を送

ることができる教育環境の実現と、

放課後等の安全で健やかな居場所・

生活の場の提供に努めます。

⑤高齢者・障害者関連施設の整備

塩浜1丁目において、区内15か所

目となる特別養護老人ホームの整備

を進めるとともに、今後5か年で介

護専用型ケアハウスを1か所、都市

型軽費老人ホーム、認知症高齢者グ

ループホーム、小規模多機能型居宅

介護施設をそれぞれ5か所整備し、

高齢者が住み慣れた地域で、必要な

サービスが受けられる環境を整備し

ます。

⑥南北交通の利便性の向上

区の悲願である地下鉄8号線豊洲

〜住吉間の延伸については、昨年、

国が開催している次期答申に向けた

小委員会において、私自ら、本路線

の必要性・緊急性を訴えました。

小委員会に呼ばれた自治体は本区

を含め2自治体のみであり、これま

での区および区議会の一体的な取り

組みが、国において高く評価された

ものと認識しています。

また、国土交通大臣、都知事に対

しても、早期整備を要望するなど、

関係機関の理解を得られるよう、鋭

意活動しています。

今後も、国や都との合意形成に全

力を尽くすとともに、建設基金の積

立てを継続し、一日も早い整備着手

を目指します。

⑦災害に強いまちづくりの推進

区民の生命・安全を守る基礎自治

体として、江東区中央防災倉庫の整

備など、防災施設の充実を図るとと

もに、地域のさまざまな主体が共に

連携しあえる体制づくりなど、地域

防災力のさらなる向上に努めます。

木造住宅密集地域への対策として

は、不燃化特区制度を活用し、北砂

地区に開設した現地相談ステーショ

ンを基点に、地域の皆さんの声を聴

きながら、建て替え等の促進や居住

環境の改善に取り組み、｢燃えない・

燃え広がらないまち｣の実現を目指

します。

平成27年度の主な取り組み

水と緑豊かな地球環境
にやさしいまち
水と緑豊かな地球環境
にやさしいまち
水と緑豊かな地球環境
にやさしいまち

水辺と緑の魅力ある空間を創出

区立公園・児童遊園は、牡丹町公

園など4園で大規模改修を行うとと

もに、小規模改修を、砂町橋公園な

ど8園で実施します。

仙台堀川公園整備事業については、

老朽化した親水公園の更新時期にあ

わせ、隣接する道路と一体的に整備

し、安全な遊歩道・自転車道の機能

を備えた緑豊かな憩空間の創出を目

指します。環境、レクリエーション、

防災と多様な機能を有し、地域の特

色を生かした魅力ある公園の整備に

向け、基本設計を実施します。

水辺・潮風の散歩道の整備事業で

は、大横川の木場5丁目に｢水辺の散

歩道｣、豊洲運河の豊洲1丁目に｢潮

風の散歩道｣を整備し、水辺と緑の

ネットワークづくりを図ります。

豊洲ふ頭内公園等では、民間事業

者と連携した管理運営事業を行うこ

とで、経費の削減を図るとともに魅

力ある水辺空間の創出を目指します。

環境先進都市・江東の実現

本年度改定する江東区環境基本計

画を着実に実行します。計画では、

｢地球温暖化・エネルギー対策の推

進｣、｢循環型社会の形成｣など6つの

柱に加えて、オリンピック・パラリ

ンピック開催と災害対策の視点を盛

り込み、今後の社会状況の変化に的

確に対応していくものとしています。

中でも、水素社会への取り組みでは、

いち早く、庁有車に燃料電池自動車

を導入するほか、インフラ整備につ

いても、環境先進都市として相応し

い取り組みを進めます。

マイクロ水力発電施設は、区の再

生可能エネルギーの新たなシンボル

として環境学習や観光に活用します。

清掃事業では、区で収集している

不燃ごみを民間事業者に委託して、

ほぼ全量資源化します。これにより

埋立処分量の大幅な削減が図られ、

最終処分場の延命化への効果が期待

されます。

未来を担う
こどもを育むまち

未来を担う
こどもを育むまち

未来を担う
こどもを育むまち

保育施設の総定員約1万2千人

4月から、｢子ども・子育て支援新

制度｣がスタートします。新制度の

実施に向けては、｢江東区こども・子

育て支援事業計画｣を本年3月に策定

し、教育・保育の場の確保と子育て

家庭への支援を着実に実施します。

保育所の整備については、4月に、

環境や防災に配慮した、新たな(仮

称)江東湾岸サテライト・スマート

保育所の開設を予定しており、小規

模認可保育所など認可外からの移行

も含め、4月には定員約1,200人分の

認可保育所13か所を整備します。

相談件数が増加している児童虐待

については、関係機関とさらに連携

強化を図り、支援が特に必要な家庭

に、迅速に養育支援の訪問や子育て

短期支援を実施するなど、児童虐待

の早期予防に努めます。

学校施設を着実に整備

(仮称)第二有明小・中学校の実施

設計を行うとともに、南陽小、東雲

小、有明小および北砂小の増築工事

を行い、着実な収容対策を図ります。

校舎等の改築については、来年度

の竣工に向け、第二亀戸小・幼稚園

の工事を進め、第五大島小ではワー

クショップ形式での検討結果を生か

した実施設計に着手します。改修に

ついては、2校で工事に、4校1園で設

計に着手します。

教育ビジョンを新たに策定

教育分野では、地方教育行政の組

織および運営に関する法律の改正を

踏まえ、来年度から区長と教育委員

による総合教育会議を設置するとと

もに、｢教育推進プラン・江東｣の後

期計画で新たに策定する｢(仮称)江

東区教育ビジョン｣をもって、教育

行政の大綱とし、本区の教育の方向

性を明確にします。

本区の特色ある教育として、専門

講師を派遣した俳句授業の充実を図

り、すべてのこどもたちが俳句に親

しむまち江東を目指し、俳句教育を

さらに推進します。

さらに、東京オリンピック・パラ

リンピックに出場できるような選手

育成も視野に入れ、セーリング部、

カヌー部、女子サッカー部など特色

ある部活動の一層の充実に取り組み

ます。

いじめの問題については、昨年策

定した｢江東区いじめ防止基本方針｣

に基づき｢健全育成総合対策｣を着実

に実施します。こどもの心に寄り添

い、学校や保護者、地域、関係機関

が連携し、心の教育の充実と、いじ

めのない社会の実現を目指します。

また、小学校通学路への防犯カメ

ラ設置に取り組みます。平成30年度

までに、区立小学校全校へ計画的に

設置し、通学路における児童の安全

確保の強化を図ります。

ニート・ひきこもり等の

若者を支援

ニート・ひきこもり等の問題を抱

える若者への支援については、青少

年センターにおける相談や居場所づ

くり等の支援策を拡充します。

区民の力で築く
元気に輝くまち

区民の力で築く
元気に輝くまち

区民の力で築く
元気に輝くまち

若者・女性の就職活動を支援

本年度開始した｢江東ブランド推

進事業｣において認定された18事業

所、3伝統工芸品を江東ブランドと

して、東京インターナショナルギフ

トショーに出展しました。今後は、

認定企業を増やすとともに、海外進

出支援の検討を開始します。

商業振興では、東京オリンピック

・パラリンピックを控え、商品説明

やメニュー、看板などの多言語表記

や接客に活用するコミュニティボー

ド(※)の作製など、外国人観光客の

受入れ環境を整備する事業者への補

助を開始します。

また、商店街で生鮮品を取り扱う

店舗の改修や設備を更新する際の費

用を補助します。

人材・労働力確保の支援では、「(仮

称)こうとう若者・女性しごとセン

ター」を開設し、中小企業若者就労

マッチング事業に加え、新たに、出

産育児等で離職した女性や、新卒の

学生を区内中小企業とマッチングさ

せ、就労に導く事業を開始します。

※[江東湾岸サテライト保育所]利便性の良い駅前等に分園、少し離れた場所に本園、それらを結ぶ園児送迎バスを設け、すべてを同一事業者が一体的な運

営を行う保育所 [コミュニティボード]海外の方と、あいさつや注文などを指さし会話で行えるツール [地域包括ケアシステム]高齢者が可能な限り住

み慣れた地域で自立した日常生活を営めるよう、医療・介護・介護予防・生活支援・住まいを包括的に提供する体制

区長所信表明(要旨) 1面からつづき区長所信表明(要旨) 1面からつづき

▲8月に完成予定の中央防災倉庫

▲仙台堀川公園の基本設計を実施

▲第二亀戸小・幼稚園(完成イメー
ジ) 2面へつづく
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▢問区議会事務局調査係☎3647-3548
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の
待

ち
人
数
や
呼
び
出
し
番
号
等
を
︑
携

帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
等
か
ら
確
認
で

き
る
窓
口
混
雑

情
報
提
供
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し

ま
し
た
︒

▢
h
ttp
:/
/
w
w
w
.n
e
c
o
n
o
m
e
.

HP
c
o
m
/
0
0
1
0
0
0

転
入
・
転
居
等
の
届
出

区
役
所
お
よ
び
各
出
張
所
で
受
け

付
け
ま
す
︵
必
ず
引
越
し
後
に
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
︶
︒
届
出
の
際
は

本
人
確
認
が
で
き
る
身
分
証
明
書

︵
有
効
期
間
内
の
免
許
証
︑
パ
ス
ポ

ー
ト
︑
保
険
証
︑
年
金
手
帳
等
︶
お

よ
び
必
要
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

︵
別
表
�
参
照
︶
︒

※
内
容
に
よ
り
必
要
書
類
が
異
な
る

た
め
︑
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
る
か
︑
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

転
出
届
は
郵
送
手
続
き
が
便
利

転
出
届
は
窓
口
だ
け
で
な
く
︑
郵

送
で
も
届
出
が
可
能
で
す
︒
窓
口
で

の
待
ち
時
間
が
な
い
︑
郵
送
転
出
の

手
続
き
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
︒

印
鑑
登
録

江
東
区
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方

︵

歳
未
満
の
方
︑
成
年
被
後
見
人

15
を
除
く
︶
は
︑
印
鑑
登
録
が
で
き
ま

す
︒
申
請
当
日
に
登
録
が
完
了
す
る

の
は
︑
官
公
署
発
行
の
身
分
証
明
書

︵
有
効
期
間
内
の
免
許
証
・
パ
ス
ポ

ー
ト
等
︶
を
お
持
ち
の
方
︑
保
証
人

に
よ
る
保
証
の
登
録
の
方
の
み
で
︑

本
人
が
窓
口
で
手
続
き
し
た
場
合
に

限
ら
れ
ま
す
︒

▢問
区
民
課
住
民
記
録
係
︑
各
出
張

所
︵
郵
送
転
出
手
続
き
は
住
民
記
録

係
の
み
で
受
付
︶

毎
週
水
曜
夜
間
︵
祝
日
除
く
)・

日
曜
︵
月
�
回
︶
窓
口

区
役
所
本
庁
舎
で
は
︑
毎
週
水
曜

︵
祝
日
除
く
︶
午
後
�
時
ま
で
一
部

Ｗ
Ｈ
Ｏ
︵
世
界
保
健
機
関
︶
は
�

月

日
を
世
界
結
核
デ
ー
と
定
め
︑

24
各
国
に
対
策
強
化
を
求
め
て
い
ま
す
︒

日
本
で
は
過
去
の
病
気
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
︑
今
で
も
欧
米
諸
国
の
�

～
�
倍
の
罹
患
率
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

長
引
く
せ
き
は
赤
信
号

せ
き
︑
た
ん
︑
発
熱
な
ど
の
症
状

が
�
週
間
以
上
続
く
場
合
︑
結
核
を

疑
い
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
︒
症
状
が
進
む
と
周
り
に
感

染
を
広
げ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
︒

ま
た
︑
症
状
が
な
く
て
も
︑
早
期

発
見
の
た
め
年
�
回
は
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
︒
保
健

相
談
所
で
は
結
核
定
期
健
康
診
断

︵
胸
部
Ｘ
線
の
み
︶
を
実
施
し
て
い

ま
す
※
日
程
は
区
報

日
号
の
健
康
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相
談
欄
に
掲
載

結
核
と
診
断
さ
れ
た
ら

結
核
は
き
ち
ん
と
薬
を
飲
み
続
け

れ
ば
治
る
病
気
で
す
︒
治
療
は
半
年

以
上
か
か
り
ま
す
が
︑
管
轄
の
保
健

相
談
所
で
は
治
療
を
続
け
て
い
く
た

め
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
︒
感
染
を

広
げ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
︑

入
院
し
て
治
療
が
必
要
で
す
︒

▢問
保
健
所
保
健
予
防
課
感
染
症
対

策
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

区
で
は
︑
防
災
行
政
無
線
の
機
能

点
検
を
目
的
と
し
て
︑
毎
日
夕
方
に

チ
ャ
イ
ム
放
送
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

﹁
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
寺
院
の

鐘
﹂
に
よ
る
放
送
は
︑
外
で
遊
ぶ
こ

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
︑
帰
宅
を
促
す

合
図
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
︒

�
月
か
ら
�
月
ま
で
の
期
間
は
︑

放
送
時
間
を
午
後
�
時
に
変
更
し
ま

す
︒
ご
理
解
の
ほ
ど
︑
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
︒

﹇
放
送
時
間
﹈
�
月
�
日
︵
水
︶
～
�

月

日
︵
水
︶
は
午
後
�
時
︑

月

30

10

�
日
︵
木
︶
～
平
成

年
�
月

日

28

31

︵
木
︶
は
午
後
�
時
半

▢問
危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

大
地
震
が
発
生
す
る
と
︑
家
具
の

転
倒
や
ガ
ラ
ス
片
の
飛
散
が
︑
け
が

の
大
き
な
要
因
と
な
り
ま
す
︒
こ
れ

ら
の
被
害
は
︑
転
倒
防
止
器
具
や
飛

散
防
止
フ
ィ
ル
ム
の
取
り
付
け
な
ど

の
事
前
の
対
策
に
よ
り
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
︒
こ
の
機
会
に
︑
ご
家
庭

や
事
業
所
の
防
災
対
策
に
取
り
組
ん

で
く
だ
さ
い
︒

▢問
防
災
課
災
害
対
策
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

は
他
の
市
区
町
村
や
関
係
機
関
に
確

認
が
必
要
な
業
務
等
︑
一
部
取
り
扱

い
で
き
な
い
業
務
が
あ
り
ま
す
︒
詳

細
は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

る
か
︑
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
︒

▢問
各
担
当
課

の
窓
口
を
延
長
し
て
開
設
し
て
い
ま

す
︒
ま
た
︑
�
月
に
限
り
第
�
日
曜

︵
�
月

日
︶
︑
�
月
～
�
月
は
第
�

22

日
曜
午
前
�
時
～
午
後
�
時
に
一
部

の
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
︒

臨
時
窓
口
開
設

住
所
の
異
動
手
続
き
や
証
明
書
発

行
な
ど
を
行
う
臨
時
窓
口
を
�
月
�

日
︵
日
︶
午
前
�
時
～
午
後
�
時
に

開
設
し
ま
す
︒

﹇
開
設
窓
口
﹈
区
民
課
住
民
記
録
係

︵
区
役
所
�
階
�
番
︶
︑
区
民
課
証
明

係
︵
区
役
所
�

階
�

番
︶
︑
子
育
て

支
援
課
給
付
係
︵
区
役
所
�
階

番
︶

14

事
前
に
確
認
・
お
問
い
合
わ
せ
を

水
曜
夜
間
・
日
曜
・
臨
時
窓
口
で

別表1 住民異動の届出とともに必要な手続き

医療保険課資格相談係
☎3647-3167

後期高齢者医療の資格等に
関すること(2階7番)

医療保険課資格相談係
☎3647-3167

国民健康保険の届出
(2階7番)

担当課手続き内容(窓口番号)

要介護認定等に関すること
(3階7番)

子育て支援課給付係
☎3647-4754

児童手当・子ども医療費助
成等の手続き(3階14番)

学務課学事係
☎3647-9174

区立幼稚園・小中学校(就学
通知等)の手続き(6階2番)

区民課年金係
☎3647-1131

国民年金の住所変更
(防災センター2階20番)

介護保険課認定係
☎3647-9496

別表2 届出が必要な場合および必要な書類等
○詳細は区ホームページをご覧になるか区民課住民記録係にお問い合わせください。

引越しが終了した
日から14日以内

他の区市町村から、江
東区に住所を移したと
き

転入届

届出の期間届出が必要な場合区分

転出証明書
[外国籍の方]引越しした方全員
の在留カード等(みなしを含む)
[児童手当]課税証明書[後期高
齢者医療※都外からの転入者]
負担区分等証明書[介護保険認
定されている方]受給資格証明
書など

届出に必要な書類の一例

※手続きできる方は原則として世帯主、本人、同一世帯の方です(それ以外の方は委
任状が必要)。

※江東区内の引越し先に家族以外の方が住民登録している場合はその方の申述書が
必要です。

※外国籍の方は手続きにより世帯主との続柄を証明する書類が必要になる場合があ
ります。

江東区内で住所を移し
たとき

転居届

変更のあった日か
ら14日以内

世帯主が変わったとき、
世帯を分離・合併・変
更したとき

世帯
変更届

国外へ行く前国外へ1年以上行くとき

その他
[日本国籍の方]パスポート・戸
籍の謄本・戸籍の附票の写し
[外国籍の方]在留カード等(み
なしを含む)・パスポート

帰国してから14日
以内

国外から帰国したとき

国民健康保険証・高齢受給者証
・⃝乳・⃝子医療証・後期高齢者医
療被保険者証など
※外国籍の方は引越した方全員
の在留カード等(みなしを含む)

引越しをする日の
14日前から

江東区から他の区市町
村に、住所を移すとき

転出届

引越しが終了した
日から14日以内

区役所・出張所の問い合わせ先

☎3647-3162区民課住民記録係(区役所2階3番)

電話所在地

亀戸出張所(亀戸2-19-1・カメリアプラザ1階)

☎3637-2451大島出張所(大島4-5-1・総合区民センター2階)

☎3644-2181砂町出張所(北砂4-7-3)

☎3640-5355南砂出張所(南砂6-8-3)

☎3642-8306富岡出張所(富岡1-16-12)

☎3531-6316豊洲出張所(豊洲5-5-1-101・豊洲シエルタワー1階)

☎5606-5581小松橋出張所(扇橋2-1-5)

☎3683-3734

☎3642-4456白河出張所(白河1-3-28・深川江戸資料館内)

▲二次元コード
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